
1

備 考

計
18 13 31

(27) (13) (40)

そ の 他 の 職 員
2 0 2

(11) (0) (11)

(0) (0)

図 書 館 専 門 職 員
1 1 2

(1) (1) (2)

12 27

(15) (12) (27)

技 術 職 員
0 0 0

(0)

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員

人 人 人

15

0 72

(11) (8) (0) (0) (19) (0) (93)
合　　　　計

10 5 1 0 16

0 72

(11) (8) (0) (0) (19) (0) (93)
計

10 5 1 0 16

(1) (0) (0) (4) (0) (6)

(38)

短期大学教育研究センター・図書館学課程
4 1 0 0 5 0 29

(3)

0 5 0 21

(5) (3) (0) (0) (8) (0)

(4) (0)

英語コミュニケーション学科
3 1 1

人

0 22

(0) (34)

－ －

(0)

－

(0)

－

(0) (0)

－

人

3 3 0 0 6

助手

人 人 人 人 人教

員

組

織

の

概

要

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教 計

実験・実習 計

平成25年4月
第1年次

（学生募集停止）

東京都渋谷区東一丁目
1番49号

同一設置者内における変
更 状 況
（定員の移行，名称の変
更 等 ）

別紙資料

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習

食物栄養学科 2 0
（80）

－ 0
（160）

短期大学士
(食物栄養学)

所　在　地

年 人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

新 設 学 部 等 の 目 的

　実践女子大学短期大学部は、これまで短期の高等教育機関として各々の時代が求め
る人材の育成に努めてきた。
　しかしながら、学習機会の多様化など近年の高等教育を取り巻く環境の変化によ
り、短期大学の役割は大きな転換期を迎えている。
　本学は、昭和26年から栄養士養成を行ってきたが、社会が求める栄養士を養成する
ために栄養士養成を四年制の大学に移行することとし、本学の食物栄養学科（入学定
員80名）の学生募集を停止し、これに伴い実践女子大学短期大学部全体の収容定員の
うち160名を減員することとした。

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

大 学 の 名 称 実践女子大学短期大学部（Jissen Women's Junior College）

大 学 本 部 の 位 置 東京都渋谷区東一丁目1番49号

大 学 の 目 的

　本学は、教育基本法、学校教育法及び実践女子学園の建学精神に則り、専門の学芸
を教授し、職業又は実際生活に必要な能力を養うとともに、人格の完成を目標として
幅広く深い教養を培い、国際的視野に立つ社会人として自己の信ずるところを実践
し、もって文化の創造と人類の福祉とに寄与する人材を育成することを目的とする。

フ リ ガ ナ ガッコウホウジン　ジッセンジョシガクエン

設 置 者 学校法人　実践女子学園

フ リ ガ ナ ジッセンジョシダイガクタンキダイガクブ

様式第２号（その１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

計 画 の 区 分 短期大学の学科の廃止

－ － －

(0) (0)

(0) (7)(3)

(0) (0)

(0) (0) (0) (0) (0)

－ － －

(0)

－

既

設

分

新
　
設
　
分

食物栄養学科

計
－

日本語コミュニケーション学科

－
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（　　　 （　　　 （　　　 （　　　

    食生活科学科
      健康栄養専攻

4 40 0 160 学士
(生活科学)

平成16
年度

    現代社会学科 4 100 0 400 学士
(人間社会学)

平成23
年度

    人間社会学科 4 100 0 400 学士
(人間社会学)

1.10 平成19
年度

人間社会学部 1.28

    生活文化学科
      幼児保育専攻

4 45 0 190 学士
(生活科学)

1.24 昭和40
年度

    生活文化学科
      生活文化専攻

4 40 2 180 学士
(生活科学)

1.10 平成19
年度

    生活環境学科 4 80 2 340 学士
(生活科学)

1.18 昭和41
年度

    食生活科学科
      食物科学専攻

4 75 0 310 学士
(生活科学)

1.11 昭和41
年度

    食生活科学科
      管理栄養士専攻

4 70 0 308 学士
(生活科学)

1.07 昭和60
年度

生活科学部 1.11

　　美学美術史学科 4 90 2 400 学士
(文学)

1.14 昭和40
年度

　　英文学科 4 110 9 490 学士
(文学)

1.29 昭和40
年度

　　国文学科 4 110 9 490 学士
(文学)

文学部 1.16

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 3年次
人

人 倍

学生納付金以外の維持方法の概要

大 学 の 名 称 　実践女子大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

第６年次

千円 千円 　千円 　千円 　千円 　千円

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

設 備 購 入 費

図 書 購 入 費

共 同 研 究 費 等

教員１人当り研究費等

第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

経費の
見積り
及び維
持方法
の概要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

体育館

計

点 点 点

生活福祉学科

機械・器具 標本
〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室　　　数

室

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書 学術雑誌
視聴覚資料

室 室 室 室
（補助職員　人）

室
（補助職員　人）

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡） ㎡） ㎡） ㎡）

合 計 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

㎡ ㎡

そ の 他 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

校 舎 敷 地 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

運 動 場 用 地 ㎡ ㎡ ㎡

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

㎡

小 計 ㎡ ㎡

1.13 平成25
年度

    現代生活学科 4 60 0 240 学士
(生活科学)

0.81 平成26
年度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
既
設
大
学
等
の
状
況

東京都渋谷区
東一丁目
1番49号

東京都日野市
大坂上四丁目
1番地の1

東京都渋谷区
東一丁目
1番49号
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1.18 昭和27
年度

附属施設の概要 該当なし

英語コミュニケーショ
ン学科

2 100 － 200 短期大学士
(英語ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ学)

東京都渋谷区
東一丁目
1番49号

日本語コミュニケー
ション学科

2 80 － 160 短期大学士
(日本語ｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝ学)

1.19 昭和27
年度

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

平成22
年度

大 学 の 名 称 　実践女子短期大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

　人間社会専攻
　(修士課程)

学位又
は称号

2 7 － 14 修士
（人間社会）

0.49

0.07

平成元
年度

人間社会研究科 0.07

0.24 昭和41
年度

　生活環境学専攻
　(修士課程)

2 6 － 12 修士
（生活科学）

　食物栄養学専攻
　(博士前期課程)

2 6 － 12 修士
(食物栄養学)

0.41

　食物栄養学専攻
　(博士後期課程)

3 2 － 6 博士
(食物栄養学)

0.50 平成17
年度

生活科学研究科

0.33 平成23
年度

　美術史学専攻
　(博士前期課程)

2 6 － 12 修士
（文学）

0.75 平成4
年度

　美術史学専攻
　(博士後期課程)

3 2 － 6 修士
（文学）

0.20 昭和41
年度

　英文学専攻
　(修士課程)

2 6 － 12 修士
（文学）

0.16 昭和41
年度

　国文学専攻
　(博士前期課程)

2 10 － 20 修士
（文学）

0.41

　国文学専攻
　(博士後期課程)

3 3 － 9 博士
（文学）

0.11 昭和44
年度

文学研究科

既
設
大
学
等
の
状
況

東京都渋谷区
東一丁目
1番49号

東京都渋谷区
東一丁目
1番49号

東京都日野市
大坂上四丁目
1番地の1



別紙 【学校法人実践女子学園の沿革】 

年 月 概  要 

明治 32年 5月 帝国婦人協会私立実践女学校並びに女子工芸学校を創設、千代田区麹町に開校 

明治 36年 5月 実践女学校・女子工芸学校を渋谷新校舎に移転 

明治 41年 4月 実践女学校・女子工芸学校を合併して私立実践女学校と改称し、更に実践女学校中等学部と

改称。高等専門学部を開設し、家政科と技芸科を設置。 

実践女学校付属幼稚園を開設。 

昭和 7年 4月 実践女学校各部の名称を実践女子専門学校・実践高等女学校、実践実科高等女学校と改称 

昭和 9年 1月 実践実科高等女学校の組織を改め実践第二高等女学校と改称 

昭和 22年 4月 新教育制度により、実践女子学園中学部を新設 

昭和 23年 3月 新教育制度により、実践女子学園高等学校を新設 

昭和 24年 2月 実践女子大学（4年制）文家政学部設置 

昭和 25年 4月 実践女子学園短期大学家政科設置 

昭和 27年 2月 実践女子学園短期大学国文科、英文科増設 

昭和 40年 1月 

4月 

実践女子大学文家政学部を廃止し、文学部、家政学部を設置 

東京都日野市に大学教養課程の授業を移転 

昭和 41年 4月 実践女子大学大学院（修士課程）文学研究科国文学専攻、英文学専攻、家政学研究科食物・

栄養学専攻設置 

昭和 44年 4月 実践女子大学大学院（博士課程）文学研究科国文学専攻設置 

昭和 51年 4月 東京都日野市に短期大学を移転 

昭和 60年 12月 実践女子大学文学部美学美術史学科設置 

昭和 61年 4月 東京都日野市に大学を全面移転 

昭和 63年 4月 実践女子短期大学国文科、英文科、家政科を国文学科、英文学科、生活文化学科に名称変更 

平成元年  4月 実践女子大学大学院（修士課程）家政学研究科被服学専攻設置 

平成 4年  4月 実践女子大学大学院（修士課程）文学研究科美術史学専攻設置 

平成 7年  4月 実践女子大学家政学部を生活科学部に、家政学部食物学科及び被服学科をそれぞれ生活科学

部食生活科学科及び生活環境学科に名称変更 

生活科学部に新たに生活文化学科を設置 

平成 11年 4月 

 

5月 

実践女子大学大学院家政学研究科を生活科学研究科に、家政学研究科被服学専攻を生活科学

研究科生活環境学専攻に名称変更 

実践女子学園創立百周年記念式典挙行 

平成 12年 4月 実践女子短期大学国文学科、英文学科を日本語コミュニケーション学科、英語コミュニケー

ション学科に名称変更、生活文化学科を廃止し、生活福祉学科及び食物栄養学科を設置 

平成 16年 4月 

5月 

実践女子大学人間社会学部人間社会学科設置 

学祖下田歌子生誕 150年記念式典 

 



年 月 概  要 

平成 17年 4月 実践女子大学大学院生活科学研究科食物栄養学専攻博士後期課程を設置、同食物・栄養学専

攻修士課程を食物栄養学専攻博士前期課程に改める 

実践女子大学大学院文学研究科国文学専攻博士課程を博士前期課程・後期課程に改める 

平成 19年 4月 実践女子大学生活科学部生活文化学科を生活文化専攻と幼児保育専攻に専攻分離 

平成 20年 4月 実践女子学園中学校にグローバルスタディーズクラス(GSC)を設置 

平成 22年 4月 実践女子大学大学院人間社会研究科人間社会専攻修士課程設置 

平成 23年 4月 

 

 

 

 

平成 25年 4月 

平成 26年 4月 

実践女子大学人間社会学部に現代社会学科を設置 

実践女子大学大学院文学研究科美術史学専攻博士後期課程を設置、同美術史学専攻修士課程

を博士前期課程に改める 

実践女子短期大学生活福祉学科の学生募集を停止 

実践女子学園高等学校にグローバルスタディーズクラス(GSC)を設置 

実践女子大学生活科学部食生活科学科に健康栄養学専攻を設置 

東京都渋谷区に実践女子大学文学部、人間社会学部、短期大学部を移転 

生活科学部に現代生活学科を設置 

生活文化学科生活文化専攻を生活心理専攻に改める 

実践女子短期大学を実践女子大学短期大学部に名称変更 

 
 



廃止の事由及び時期並びに学生の処置方法を記載した書類 
 

 

ア 廃止する大学等の概要 

【名        称】   実践女子大学短期大学部 食物栄養学科 

【入学定員及び収容定員】   （入学定員）８０人  （収容定員）１６０人 

【所    在    地】   東京都渋谷区東一丁目１番４９号 

 【学生募集停止の時期】   平成２５年４月１日 

 

イ 廃止の理由 

平成２５年４月に学生募集停止をした実践女子大学短期大学部食物栄養学科に在籍して

いた全ての学生がいなくなったため、廃止の届け出を行う。 
 
ウ 学生の処遇 
 

平成２８年３月３１日をもって在籍者はいなくなった。 
 
エ 教職員の処置 

平成２６年度より、教員は実践女子大学の生活科学部の所属とした。 

所属の事務職員はいない。 
 

オ 施設設備の処置 

実践女子大学短期大学部が平成２６年３月３１日まで使用していた校舎は、平成２８年

３月３１日までにすべて除却し、平成２６年４月１日以降の施設は実践女子大学、実践女

子大学短期大学部の各学科において使用している。 

 

カ 学籍関係書類の保存方法 

  実践女子大学学務部にて永久保存する。 
 
 
キ 廃止の時期 

平成２８年３月３１日をもって廃止 
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